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松井広信 ( 人間社会環境研究科 M1)「四爪鉄錨の基
礎的研究」
考察するなかで縄文土偶との関連性を指摘し、埴輪




























































設 楽 博 己 2012「 辟 邪 の 造 形 」『 佐 久 考 古 通 信
No.110　特集 佐久の弥生顔面』佐久考古学会
長野県埋蔵文化財センター 1999『榎田遺跡』










坂本圭介 ( 人間社会環境研究科 M2)「ホンジュラス、
コパン遺跡におけるヒスイ製品製作活動に関する
一考察」
原田幹 ( 人間社会環境研究科 D3)「「破土器」と「石
犂」の使用婚痕分析」
櫻井秀雄 ( 長野県埋蔵文化財センター )「弥生時代
の人形土器」










































































































　“ 列柱の建造物 ”( 西基壇の上部建造物 ) を測量し
た結果、この建造物は南北 30m 長で独立して建て
られたことが確認できた。B1-1 建造物北には、“ 列
柱の建造物 ” に似た建造物 ( 北基壇 ) があった。北
基壇は西基壇と同じ長さを持ち、それぞれの建築軸
は直角に近い 87 度で交差している。B1-1 建造物は、
大きな基壇 ( 大基壇 ) の上に建っていた。大基壇は
東西約 73m 南北 87m であった。北基壇と西基壇
は大基壇の一部と成っていた。この基壇 2 基は類
似しており、同時期若しくはなんらかの関係を持っ
て、当初、独立して建造されたことが考えられる。
後の時期の増改築が考慮されるが、上部の建造物が
確認されるのは西基壇のみである。一方、タスマル
地区の建造物の正面が西を向いている。このため、
北基壇より西基壇が重要な意味をもち、中心となる
表玄関があった。北基壇が西基壇の正面に対して左
右対称に建てられていたと仮定するならば、南基壇
は北基壇と同じ位置にある可能性がある。西基壇と
北基壇の距離を測った結果を用いて、南基壇の位置
を計算した。仮説では、南基壇の南側は大ピラミッ
ドの南端に相当する。また、この基壇では少なくと
も 3 回拡張された可能性がある。この推定される
南基壇の南側は最初か 2 度目の建設期に相当する。
このような建造物の拡張が北・西・南基壇にも考え
られる。同様にして、東基壇でも建築における対称
軸を想定すると、その位置が計算できる。以上の様
に、東西南北に基壇があり、その中央に主神殿があ
ると仮定した。
　2004-2008 年の調査では南基壇の存在を確認し、
主神殿の一部を発掘した。2011-2012 年の調査で
はこの主神殿の規模と建築様式を調査した。今回は
2011-2012 年に行った調査の成果に基づいたチャ
ルチュアパ遺跡の建築史を発表した。
